
平成２６年度（５月） 第２回浜北区協議会 次第 
 

日時：平成 26年 5月 22 日（木）午後 1時 30 分から 

会場：浜北区役所 北館 3 階 大会議室 

 
１ 開 会 
 

２ 議 事 

(1)  報告事項 

ア 国の放課後児童健全育成事業（放課後児童会）の設備及び 

運営に関する基準の概要と今後の市の予定について  【資料 1】 

 

イ 浜松市立浜名中学校の移転新築について         【資料 2】 

 

(2)  協議事項 

ア 地域力向上事業について 

（ア）平成 25 年度事業の事後評価について       【資料 3-1】 

 

（イ）平成 26 年度事業の提案について         【資料 3-2】 

 

 

３ その他 
(1) その他 
 
(2) 次回の開催予定 

 
４ 閉 会 
 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名 
 国の放課後児童健全育成事業（放課後児童会）の設備及び運営に関す

る基準の概要と今後の市の予定について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

 現状、課題等） 

・子ども・子育て関連 3 法に基づく「子ども・子育て支援新制度」

が、平成 27 年 4月から施行される予定である。 

 
・新制度の施行に合わせて、放課後児童健全育成事業（放課後児童

会）の設備及び運営に関する基準に基づき、市は条例を制定しな

ければならない。 

 
・条例は、「国が定めた基準に従い定める項目」と、「国が定めた基

準を参酌する項目」の２種類に分かれる。 

 
・平成 26年 4月 1 日現在、市内に 114 か所の放課後児童会があり、

市が定める条例施行後は、条例どおり実施しなければならない。 
 中 区(31)、東 区(19)、西区(16)、南区(16)、北区(16)、 

浜北区(14)、天竜区(2)  ※()内数字は、か所数 

 
・これまでの放課後児童会は、国・県のガイドラインに沿って実施

してきた。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

(1)国が定めた基準に従い定める項目 

 ・放課後児童会ごとに、放課後児童支援員（有資格者）を置かな

ければならない。 

 ・有資格者とは、保育士や教員免許を有する者等を指す。 

 ・放課後児童支援員は、放課後児童会（支援の単位）ごとに、2

人以上とし、うち 1 人を除き補助員をもってこれに代えること

ができる。 

 
(2)国が定めた基準を参酌する項目 

 ・設備は、「遊び及び生活の場」としての機能を備えること 

 ・開所時間は、夏休み等は 1 日につき 8 時間以上、平日は、1 日

につき 3時間以上を原則。 

・開所日数は、年間 250 日以上を原則  

・支援の単位とは、児童数おおねむ 40 人以下 など 

備 考 
（答申・協議結果

を得たい時期、今 
後の予定など） 

・条例の素案の公表・意見募集の実施 6 月  

・寄せられた意見に対する市の考え方公表 9月 

・市議会に条例(案)提出 9 月 

・条例公布予定 10 月 

※各指導員に対する説明会を 6月から 3回実施予定。 

担当課 次世代育成課 担当者 鈴木 麻子 電話 457-2796 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

資料１ 











 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  浜松市立浜名中学校の移転新築について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

・浜名中学校は、「きらりタウン浜北」の造成に伴う生徒数増

加により、平成 30 年度には普通教室が不足することが予測さ

れている。このため校舎の増築工事が必要となるが、現在の学

校敷地が狭く、学区の東端に位置することから、新たに学校用

地を取得し、校舎を移転新築する。 

 
・平成 24 年 10 月 29 日に浜名中学校建設要望委員会より、浜

名中学校の移転新築と、浜名小学校との入替えの 2 つの案につ

いて要望書が提出された。 

 
・浜松市としては、この要望を踏まえ検討を重ねた結果、通学

の利便性や教育環境を考慮し、新たに用地を取得して浜名中学

校を新築する方向で進めることになった。 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

・浜名中学校移転候補地は、浜名地区の中央に位置する浜名小

学校西側から、国道 152号線の東側の間において選定した。 

 
・移転候補地は、農用地利用計画の変更等の申請手続きが必要

となる。申請には、全ての地権者の同意が必要となることから、

地域の皆様のご理解とご協力を得ながら進めていく。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

  

担当課 教育総務課 担当者 川副 哲士 電話 457-2401 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

資料２ 





 １ 

 第９号様式  

 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
地域力向上事業について 

・平成 25 年度事業の事後評価について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

【趣旨】 

地域力向上事業実施要綱第１０条に基づき、浜北区役所で平

成２５年度に実施した地域力向上事業について、浜北区協議会

で評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 

平成２５年度に実施した地域力向上事業は次のとおり 

・助成事業 ８件 

・区民活動・文化振興事業 ９件 

・区課題解決事業 ２件 

・区大事業 ２件 

※詳細は別紙のとおり 

備 考 

（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

事業実施内容、評価結果等はホームページで公表する。 

担当課 浜北区・区振興課 担当者 野中 敬 電話 ５８５－１１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

地域力向上事業実施要綱 
（事後評価） 
第１０条 市長は、実施した地域力向上事業が終了したとき

は、区行政推進会議及び区協議会で評価を行う。 

資料3-1 



 

 
 

 

 
 参考資料  

 
地域力向上事業 平成 25 年度事業の事後評価について 

 
 
★事業評価フロー図（浜北区役所版） 

 

 
 

 
 事業完了（3/31） 

区民活動・文化振興事業、区課題解決事業、区大事業 
市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

 
１次評価（その１）区役所課長会議 

 
 

１次評価（その２）区行政推進会議 

 

 
２次評価 区協議会 

 
区ホームページ公開 

浜北区 

（区振興課） 



 参考資料  

 

地域力向上事業・助成事業の補助率について 

 

 地域力向上事業・助成事業の補助率は、補助金交付要綱で、  

１回目 50％以内 

２回目 40％以内 

３回目 25％以内 

 ただし、市長が特に必要と認める場合は、（２回目及び３回目についても）

50％以内とすることができる。  

と定められている。  

 浜北区役所では、次のように運用している。  

  １回目 50％以内 

  ２回目 40％以内 

  ３回目 40％以内 ←市長が特に必要と認める場合として運用  

 

 

 

  
市民提案による住みよい地域づくり助成事業費補助金交付要綱 

 
（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、予算の範囲内で前条に規定する経費の２分の１以内（金額に

千円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額）とし、限度額は２００万円と

する。 

２ 地域力向上事業において前年度以前に交付実施した事業が再度又は再々度採択さ

れた場合の補助率は、別表２によるものとする。ただし、市長が特に必要と認める

場合は、前項の規定のとおりとすることができる。 

 
別表２（第５条関係） 

採択回数 補助率 

再度 ４０％以内 

再々度 ２５％以内 
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1 岩水寺さくらの里まつり
赤佐発展会
会長　太田吉彦

かつては桜の名所として知ら
れた岩水寺周辺地域に桜の名
所としてのにぎわいを取り戻
すため､桜の季節に合わせたイ
ベントを開催。北部地域のに
ぎわい創出と活性化を図る｡

地域おこしのため､地元中学校吹奏楽部の演奏､地
域の団体による物産販売､手筒花火などのイベント
を実施
開催日:平成26年3月30日(日)
場所:岩水寺さくらの里
※悪天候のため中止となった。

54 21 

地域の団体による地域おこしの事業
であり、地域の活性化に効果がある
事業である。しかし、今回は悪天候
で中止になったため、予定していた
効果は得られなかった。

2 はまきた音楽祭
浜北活性化倶楽部
代表　松下大作

①浜北を音楽の街に推進し､同
時に音楽の楽しさを伝えたい｡
②音楽人口を増やす｡
③毎年､音楽で呼びかけ､募金
活動を行い被災地への思いと
共に募金を送る｡

バンドの演奏、地元アイドルによる演舞を中心に､
協賛団体による物販等で音楽のまち浜松を盛り上
げるイベントを開催
開催日:平成25年5月19日(日)
場所:なゆた･浜北　なゆたホール
来場者数:約1,500人

1,423 500 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

浜北駅前のにぎわい創出に寄与し、
事業の目的が達成できた。
また、多くの来場者があったことか
ら補助事業としての効果があったと
評価できる。

3 スマイル学園浜北'S
(はまきっず)３ｒｄシーズン

公益社団法人
浜北青年会議所
理事長　波多信広

子どもたちがたくましく生き
ていくために、宿泊研修(7月)
では親子のつながりを強化し
心の通い合える関係づくり
を、スポーツレクリエーショ
ン(8月)では積極的に行動する
こと、協力し合うことで自分
自身の本質を知ってもらう。

【宿泊研修】
開催日:平成25年7月27日(土)、28(日)
場所:方広寺
【スポーツレクリエーション】
開催日:平成25年8月10日(土)
場所:はましんレクリエーションセンター
参加者数:164人(うち小学生87人)

1,163 465 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

宿泊研修、スポーツレクリエーショ
ンを通じて、子ども達の健全育成の
目的が達成できた。
また、多くの小学生の参加があった
ことから補助事業としての効果が
あったと評価できる。
補助金3回目となるので補助は終了す
る。今後は内容のリニューアル等に
ついても検討されたい。

4 第３回浜松お笑いフェスタ
「出世城」

浜松お笑いフェスタ実
行委員会
代表　尾上弘樹

笑いで浜北区を元気にするた
め、浜北区出身の芸人も出演
するお笑いコンテストなどの
イベントを開催。イベントの
情報発信をすることで浜北区
の活性化を図る。

・P-1(パフォーマンス・ナンバー1)ぐらんぷり
2013
・創作笑いヨガコンテスト
・大棟耕介(NPO法人日本ホスピタル・クラウン協
会理事長)講演会
・親子バルーンアートワークショップほか
開催日:平成25年10月19日(土)、20日(日)
場所:浜北文化センター　小ホール及び大会議室
来場者数:約600人

1,085 500 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

浜北区内の若者が浜北区内でお笑い
イベントを開催することで浜北区を
情報発信するという目的が達成でき
た。
また、多くの来場者があったことか
ら補助事業としての効果があったと
評価できる。

5 ダンスワークショップin浜北
ポーランド市民交流友
の会
代表　影山美恵子

ポーランド少年少女舞踏団が
浜北区を訪れる機会を利用し
て、浜北区の子ども達に、日
本とポーランドで活躍するダ
ンサーの高度な指導を受けさ
せるとともに、ダンスを通じ
て言葉や文化の壁を乗り越え
た国際交流を体験させ、国際
感覚を養う。

ポーランドで活躍している舞踏団と浜北区から公
募した子ども達がダンスワークショップを行う。
(レベル別に3クラス)
開催日:平成25年10月29日(火)
場所:なゆた・浜北 なゆたホール
参加者数:延べ358人

245 122 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

ポーランドの少年少女と浜北区の子
ども達がダンスを通じて国際交流を
体験するという目的が達成できた。
また、多くの参加者があったことか
ら補助事業としての効果があったと
評価できる。

平成25年度地域力向上事業 事後評価

★助成事業

評価項目

事後評価

市執行額
(単位:千円)

事　業　内　容
総事業費

(単位:千円)
番
号

事　業　名 提案者 目　　的

- - - - -

浜北区　1
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評価項目

事後評価

市執行額
(単位:千円)

事　業　内　容
総事業費

(単位:千円)
番
号

事　業　名 提案者 目　　的

6 バイクの集いin浜北2013
バイクの集いin浜北実
行委員会
代表　吉田俊洋

オートバイとのつながりが深
い街でもある浜北において､
オートバイ愛好者などが楽し
めるイベントを開催。オート
バイに対する認識を深め､全国
に情報発信するとともに区の
にぎわい創出につなげる｡

・参加者所有のオートバイの展示
・展示バイクの試走
・浜北西高校吹奏楽部の演奏
・白バイ先導による区内ツーリング
開催日:平成25年10月13日(日)
場所:プレ葉ウォーク浜北駐車場
参加者数:65人
来場者数:約7,000人

808 320 Ｂ Ａ Ｂ 7
有
効

区内外から多くの来場者があり、
オートバイのまちというＰＲと浜北
区の地域振興という目的が達成でき
た。
また、多くの来場者があったことか
ら補助事業としての効果があったと
評価できる。
補助金3回目となるので補助は終了す
る。今後は内容のリニューアル等に
ついても検討されたい。

7 「路傍の神仏と道標」誌の発行事
業

浜北郷土史部
代表　鈴木謙司

郷土の先人達が建立した、通
行人のための道標、亡き人や
万霊の供養にと造られた石造
や小さなお社などを記録に残
すため、7年間余りにわたって
調査した区内200か所と、区外
を含む「袖ヶ浦三十三観音」
を合わせて1冊の本として出
版。完成した冊子の一部は区
内小・中学校、高等学校等に
寄贈し、郷土の歴史、文化の
研究資料として活用してもら
う。

平成19年から浜北区市民文化祭で展示発表してき
た「路傍の神仏と道標」の写真、解説をまとめ、
冊子として700部発行する。
【内訳】
・約200部を区内小、中学校、高等学校、特別支援
学校、図書館等に寄贈
・450部を定価1,000円で販売

1,040 520 Ａ Ｂ Ｂ 7
有
効

郷土の歴史や文化を伝えるという目
的が達成できた。
また、区内の学校、図書館等に配布
し、今後の活用の可能性も期待でき
ることから補助事業としての効果が
あったと評価できる。

8
見る!聴く！体験する！親子でな
ゆた浜北へbyミナの森プロジェク
ト

ミナの森プロジェクト
代表　津ヶ谷寛奈

子どもたちに、「音楽を聴
く、アニメを描く、自転車に
乗れるようになる。」など
の、創造力を引き出し伸ばす
きっかけをまとめて提供し、
親、祖父母とのふれあいの機
会としてもらい、同時になゆ
た・浜北のにぎわいづくりを
目指す。

・ボーカルグループ「Jam9」コンサート
・遠州弁キャラクター「言子たち」のぬいぐるみ
で遊ぶ
・「言子」ダンスチームによる音楽とダンス披露
・手書きアニメ教室
・自転車初乗り指導
開催日:平成25年12月28日(土)
場所:なゆた・浜北 なゆたホールほか
来場者数:約360人

1,041 500 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

なゆた・浜北のにぎわいづくりと親
子のふれあいづくりという目的が達
成できた。
また、多くの来場者があり補助事業
としての効果があったと評価でき
る。

浜北区　2
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1 浜北区市民文化祭開催事業
まちづくり推進課
（浜松市浜北文化協
会）

区民の生涯学習・芸術文化活
動成果の発表と鑑賞の機会を
提供し、区における芸術文化
の振興を図る

絵画・書道などの作品展示、舞踊などの舞台発
表等、区民の生涯学習・芸術文化活動成果の発
表と鑑賞
【舞台・展示発表、体験】開催日：平成25年5月
11日(土)～12日(日）
会場：なゆた・浜北　　来場者数：9,774人
【児童生徒の絵画書道作品展】開催日：平成25
年11月2日(土)～3日(日)
会場：浜北文化センター　来場者数：1,784人

1,470 1,470 Ａ Ｂ Ｂ 7
有
効

多くの市民の文化、生涯学習の成果
を発表する機会を設けることで、浜
北区内の文化、生涯学習の振興の目
的が達成できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

2 ふるさと再発見事業
まちづくり推進課
（遠州山辺の道の会）

浜北区内の歴史的・文化的な
資源の再発見を通じて、ふる
さとの歴史・文化に対する理
解と愛着を深める

浜北区内の歴史的・文化的な資源の掘り起こし
と文化財等を活用したイベントの開催など
【静岡県指定史跡「二本ヶ谷積石塚群」指定記
念講演会および現地見学会】開催日：平成25年7
月28日(日)　会場：浜北文化センター及びつみ
いしづか広場とその周辺　来場者数：280名
【文化財啓発パンフレット「はまきた文化財ガ
イド」の増刷】増刷部数2,000部

345 345 Ａ Ｂ Ｂ 7
有
効

区内の歴史的な地域資源を周知する
ことで、区の魅力発信の目的が達成
できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

3 浜北植木まつり支援事業
まちづくり推進課
（浜北植木まつり運営
委員会）

浜北特産である植木園芸を広
く一般に紹介宣伝し、緑化啓
発活動を推進するとともに消
費動向を把握し、植木産業の
活性化を図る

植木、園芸関係資材及び農畜産物の展示・即売
会や催し物の開催
開催日：平成26年3月15日(土)～17日(月)
場所：とぴあ浜松農協浜北営農緑花木センター
来場者数：50,000人

530 530 Ｂ Ａ Ｂ 7
有
効

浜北区の地場産業である植木園芸の
振興と緑化推進啓発の目的が達成で
きた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

4 浜北産業祭開催事業
まちづくり推進課
（浜北産業祭実行委員
会）

地域の商業、工業、農業など
の企業・団体等の出展を行
い、浜北区の産業や特産品を
幅広く紹介するとともに、地
域の産業振興や情報発信を図
る

地域の商業、工業、農業などの企業・団体等の
出展や、集客イベントの開催
※平成25年10月26日(土)～27日(日)で開催予定
であったが、台風により開催中止

4,200 4,200 

浜北区の各産業の情報発信は、地域
産業の活性化に必要な事業である。
しかし、今回は天災で中止になった
ため予定していた効果は得られな
かった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

5 はまきたグリーンフェスタ開催事
業

まちづくり推進課
（はまきたグリーン
フェスタ実行委員会）

都市緑化に対する市民の理解
協力を得るとともに、みどり
のまち浜北を広くアピールす
る

美薗中央公園の開園日に、植木や花苗オーク
ション、ガーデニング教室、押し花教室などの
イベントの開催
開催日：平成25年4月29日(月・祝)
場所：美薗中央公園
来場者数：約4,000人

1,300 1,300 Ａ Ｂ Ｂ 7
有
効

浜北区のセントラルパークである美
薗中央公園で緑化推進啓発の目的が
達成できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

平成25年度地域力向上事業 事後評価

★区民活動・文化振興事業

事後評価

市執行額
(単位：千

円)

評価項目

番
号

事　業　名
担当課

（関係する団体）
目　　的 事　業　内　容

総事業費
(単位：千

円)

- - - - -
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評価コメント

区
実
施
の
妥
当
性

事
業
の
効
果

経
済
性
･
費
用
対
効
果

合
計
ポ
イ
ン
ト

総
合
評
価

事後評価

市執行額
(単位：千

円)

評価項目

番
号

事　業　名
担当課

（関係する団体）
目　　的 事　業　内　容

総事業費
(単位：千

円)

6 地域スポーツ振興事業
まちづくり推進課
（（公財）浜松市体育
協会など）

区民の健康づくり、体力の向
上

地域スポーツ祭、各種スポーツイベントの開催
【なわとび検定会】平成26年1月25日(土)
【市民ラジオ体操会】平成25年8月10日(土)
【はまきた歩け歩け運動】平成25年11月3日(祝)
【地域スポーツクラブ交流会】平成26年2月21日
(金)～22日(土)
【浜北森林公園ロードレース】平成25年12月8日
(日)
【はまきたスポーツ交流会】平成26年1月25日
(土)
参加者数：約3,700人

2,303 2,303 Ａ Ａ Ｂ 8
有
効

地域のスポーツ振興の目的が達成で
きた。
また、多くの参加者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

7 みどりのまちづくり事業
まちづくり推進課
（自治会、町内会な
ど）

公園等の美化活動を支援する
みどりを守り育てる運動、アダプトプログラム
の活動による、良好な緑地管理、公園の美化

783 783 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

浜北区内の緑地保全の目的が達成で
きた。
また、公園等での数多くの緑化活動
を支援でき、事業効果があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

8 浜北青少年健全育成事業
まちづくり推進課
（浜北青少年活動推進
委員会など）

青少年健全育成を目的とした
講座等を連続的に行い、市民
が自ら学び、自ら考える生涯
学習の充実を図るとともに、
児童・生徒の体験活動を通じ
た社会参加活動の促進とボラ
ンティアの育成を推進する

生涯学習の推進、児童・生徒の交流、ボラン
ティア育成を図る事業の実施
【なゆた・eL・Netファミリー】平成25年5月18
日(土)～平成26年2月22日(日)
【浜北青少年活動育成事業】平成25年4月1日
(月)～平成26年3月20日(木)
【小学生地域ホームスティ事業】平成25年7月27
日(土)～28日(日)
【小中学生学習体験事業】平成25年8月16日(金)
～17日(土)、12月15日(日)
【親子野外活動教室　星を見るつどい】平成25
年11月30日(土)

1,154 1,154 Ａ Ａ Ｂ 8
有
効

生涯学習、青少年健全育成を目的と
した講座等を連続的に行うことで、
浜北区の青少年健全育成の目的が達
成できた。
また、多くの参加者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
考評価できる。

9 入学記念樹贈呈事業
まちづくり推進課
（浜北植木園芸組合連
合会）

緑化推進の啓発と次代を担う
子ども達に植物を通し豊かな
心を育み「みどりのまち浜
北」を認識してもらう

浜北区内の小学校及び特別支援学校入学児童へ
入学記念樹を贈呈し、みどりのまち浜北を啓発
実施期間：平成25年6月21日(金)～平成26年3月
31日(月)
贈呈数：1,046本(ブルーベリー)
場所：区内各小学校及び特別支援学校(12校)

200 200 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

浜北区の地場産業である植木園芸の
振興と緑化推進の啓発の目的が達成
できた。
また、多くの子ども達に記念樹を贈
呈でき事業効果があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

※「ふるさと再発見事業」、「地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業」及び「みどりのまちづくり事業」は区協議会提出後、決算の確定により総事業費及び市執行額が変更になりました。
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当
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業
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果
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性
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効
果

合
計
ポ
イ
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ト
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合
評
価

1 健康づくり事業

健康づくり課
（浜北の健康をささえ
る会「すこやか」、は
まきた食育の会）

区民の健康意識の啓発を図る

健康意識の啓発を図るため、区内のイベント会
場で健康づくりの普及啓発事業(転ばない身体づ
くりや減塩啓発など）を実施
開催日：平成25年6月1日(土)
会場：飛竜まつり駅前イベント内(なゆた・浜北
駅前広場)
来場者数：180人
※10月26日(土)～27日(日)の産業祭会場内でも
実施を予定していたが、産業祭中止に伴い中止
した。

218 218 Ｂ Ｂ Ｂ 6
有
効

浜北区に定着したイベント会場で健
康づくりの普及啓発をするという目
的が達成できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

2 浜北駅前活性化事業
まちづくり推進課
（遠州はまきた飛竜ま
つり実行委員会など）

浜北区の中心であるなゆた・
浜北駅前広場を活用してイベ
ントを開催し、副都心にふさ
わしいまちづくり、にぎわい
づくりに貢献する

【飛竜駅前イベント】
ミス浜北の紹介や飛竜の出発式、よさこい踊り
や太鼓の披露など多彩なステージを実施
開催日：平成25年6月1日(土)
来場者数：約6,000人
【この街で思い出をつくる】
あらゆる世代が楽しめるステージや学校の10大
ニュースの紹介、クラシックカーの展示
開催日：平成26年3月9日(日)
来場者数：約1,000人

2,679 2,679 Ａ Ａ Ａ 9
有
効

浜北駅前のにぎわい創出に寄与し、
事業の目的が達成できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった、
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

※「浜北駅前活性化事業」は区協議会提出後、決算の確定により総事業費及び市執行額が変更になりました。

平成25年度地域力向上事業 事後評価

★区課題解決事業

事後評価

市執行額
(単位：千

円)

評価項目

番
号

事　業　名
担当課

（関係する団体）
目　　的 事　業　内　容

総事業費
(単位：千

円)
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1 遠州はまきた飛竜まつり開催事業
まちづくり推進課
（遠州はまきた飛竜ま
つり実行委員会）

浜北区の一大イベントとし
て、市民がともに楽しみ、互
いに親睦と連帯感の高揚を図
り、郷土愛を育むとともに地
域産業の活性化と地域文化の
創造を図る。

浜北凧揚げ、飛竜火まつり等各種イベントを開
催する遠州はまきた飛竜まつりの会場警備等を
負担する。
開催日：平成25年6月1日(土)～2日(日)
会場：天竜川河川敷
来場者数：約11万人

5,000 5,000 Ａ Ａ Ａ 9
有
効

浜北区の一大イベントとして地域の
活性化が図られた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

2 浜北万葉まつり開催事業

まちづくり推進課
（（一財）浜松公園緑
地協会（浜松市浜北万
葉まつり実行委員
会））

万葉文化に親しんでもらうと
ともに、特色ある地域づくり
の推進と万葉の森公園を万葉
文化の情報発信拠点としてア
ピールする。

【こどもまんようまつり】開催日：平成25年8月
18日(日)　来場者数：約800人
【浜松市浜北万葉まつり】開催日：平成25年11
月9日(土)～10日(日)　来場者数：約5,000人
【椿まつり】開催期間：平成26年2月22日(土)～
3月23日(日)　期間中来園者数：約10,000人
【万葉コンサート】開催日：平成25年11月9日
(土)来場者数：約200人

3,800 3,800 Ａ Ａ Ｂ 8
有
効

万葉文化と万葉の森公園を活用した
区の魅力発信の目的が達成できた。
また、多くの来場者があり事業効果
があった。
市民協働の観点からも事業は妥当と
評価できる。

平成25年度地域力向上事業 事後評価

★区大事業

事後評価

市執行額
(単位：千

円)

評価項目

番
号

事　業　名
担当課

（関係する団体）
目　　的 事　業　内　容

総事業費
(単位：千

円)
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 １ 

 第９号様式  

 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
地域力向上事業について 

・平成 26 年度事業の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

【趣旨】 

地域力向上事業実施要綱第８条に基づき、浜北区役所に提案

された地域力向上事業・助成事業の採択に当たって、浜北区協

議会に意見を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 

平成２６年度の地域力向上事業・助成事業は、平成２６年２

月から募集を開始した。今回は４月末までに提出された提案に

ついて、区行政推進会議で審議したものを提出する。 

 提案  ４件  

採用  ４件  

不採用 ０件 

※詳細は別紙のとおり 

 

 

 

備 考 

（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

 市長は、浜北区協議会の意見を踏まえて、地域力向上事業・

助成事業を決定する。 

担当課 浜北区・区振興課 担当者 野中 敬 電話 ５８５－１１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

地域力向上事業実施要綱 
（実施予定事業の決定） 
第８条 市長は、助成事業の採択に当たっては、区協議会に

意見を求め、その意見を踏まえて実施予定助成事業を決定

し、提案団体には選考結果通知書により通知するものとす

る。 

資料3-2 



（単位：円）

■助成事業 予算額 既申請額 今回補助額

3,700,000 0 624,000

内容

時期

場所 担当課：まちづくり推進課

内容

時期

場所 担当課：まちづくり推進課

内容

時期

場所 担当課：区振興課

内容

時期

場所 担当課：まちづくり推進課

－

 【採用（実施予定事業候補）】
・チャイルドサッカーは定着しているため、よ
り発展するためのアイデアを盛り込んで実施
し、今回のイベントの特色を出してほしい。
・実施にあたっては、子どもたちの安全確保
に十分留意すること。
・補助率は対象経費の50％（60,000円）とす
る。

平成26年11月9日（日）
・補助金(60,000円）
・自己資金(61,757円)

浜北平口サッカー場（グリーンフィールド）

・浜北区内の年長園児（幼稚園・保育園）及び保護
者を対象に「浜北JC杯チャイルドサッカー大会」を
開催する。
・昨年開催時は、20園36チームで7ブロックのリー
グ戦で行った。園児は528人の参加、保護者1,100
人の来場があった。 121,757

主なものは次のとおり
・保険料(51,000円）
・会場使用料(50,240円)
・消耗品(16,917円)
・郵便料(3,600円)

60,0004 浜北ＪＣ杯チャイルドサッカー大
会

公益社団法人浜北青
年会議所

　幼児の体力づくり及び各園の交流
を目的にチャイルドサッカー大会を開
催する。また、練習等を通じて、親と
子のふれあいを持つ場を提供する。

－

 【採用（実施予定事業候補）】
・事業の実施にあたっては工夫を凝らし、実
施後は事業を検証し、子どもたちの交流事業
を長く続けるために努力してほしい。
・実施にあたっては、子どもたちの安全確保
に十分留意すること。
・補助率は対象経費の50％（100,000円）とす
る。

平成26年7月6日（日）
・補助金(100,000円）
・自己資金(101,650円)

浜北森林公園

・企画の段階から浜松学院大学の大学生に参加し
てもらい、仲間づくりのためのレクリエーション大会
を浜北森林公園（雨天：中瀬小学校体育館）で行
う。(募集定員：130人)
・レクリエーションの内容は、水風船を使ったチーム
対抗戦で、レクリエーション後はカレー作りをして、
さらに団結力を高める。

201,650

主なものは次のとおり
・チラシ印刷代(100,000円)
・消耗品(86,540円)
・郵便料(6,760円)
・会場使用料（4,320円）
・保険料(4,030円)

100,0003
小学生の仲間づくり事業
「ウォーターバトル～カレーなる
水風戦～」

公益社団法人浜北青
年会議所

　浜北青年会議所では26年度の目
標として、子どもたちに「挫けない心
で強く生きる」を伝えることをテーマに
掲げている。
　今回の事業は、一般募集した浜北
区内の小学生を対象に、自然の中で
チーム活動をすることで仲間意識と
団結力を養うことを目的とする。

－

 【採用（実施予定事業候補）】
・単なる展示会に終わらないように、活動が
より多くの区民に広がるように努力してほし
い。
・実演会は、初心者が絵画に興味を持ち、気
軽に参加できる内容としてほしい。
・補助率は対象経費の50％（104,000円）とす
る。

平成26年6月25日（水）～29日（日）
・補助金(104,000円）
・自己資金(104,760円)

なゆた・浜北１階アトリエ及び２階市民ギャラリー

・「絵画に親しむ実演会」では、実演や質疑応答な
ど、初心者が絵画習得に興味を持つような体験を
通じて、絵画の楽しみ、感動を理解して、入門の契
機となるよう啓蒙する。
・市民ギャラリーで「みどりの街角絵画展」を開催
し、芸文教室生徒と卒業生の各グループ（７グルー
プを予定）での作品を展示して、絵画の持つ魅力を
発信する。

208,760

主なものは次のとおり
・会場使用料(140,380円)
・消耗品(45,380円)
・郵便代(13,000円)
・講師謝礼(10,000円)

104,0002 「絵画に親しむ実演会」と「みどり
の街角絵画展」

みどりの街角絵画展実
行委員会

　主に初心者を対象に、「絵画に親し
む実演会」を企画し、生涯学習として
絵画習得の啓蒙を行い、あわせて
「みどりの街角絵画展」を開催して、
地域とのコミュニケーションと地域文
化活動の底辺拡充に寄与する。

平成26年度地域力向上事業提案内容

1

Ｎｏ．

第4回浜松お笑いフェスタ
「出世城」

提案事業名 提案者 概算事業費(円) 行政推進会議検討結果

900,000

 【採用（実施予定事業候補）】
・地域をPRするという趣旨は理解できるが、
今ひとつ成果が出ていない。さらなる工夫に
より目に見える成果を出して、将来的には自
主財源で開催し、長く続けられるよう努力して
ほしい。
・効果的なPRに努めてほしい。
・補助率は対象経費の40％（360,000円）とす
る。

継続
事業

○

残額

3,076,000

補助金額
（希望額）(円）

360,000

予算内容（金額：円）

主なものは次のとおり
・MC、ゲスト出演料
（310,000円）
・チラシ、ポスター等の印
刷代(460,000円)
・会場使用料(80,000円)
・舞台装置等委託料
(40,000円)
・郵便料、保険料(10,000
円)

・補助金(360,000円）
・自己資金(540,000円)

事業の目的・効果

・P１グランプリ2014
・昨年優勝者ゲストパフォーマンス
・昨年の結果を検証し、浜北区内の文化芸術活動
団体のパフォーマンスを演目に加え、開催期間の
縮小（2日間から1日）、出場者からの負担金の徴
収等により経費の見直しを図る。

提案内容

浜松お笑いフェスタ実
行委員会

　笑いで浜北区を元気にするため
に、浜北文化センターでお笑いライブ
などのイベントを開催する。
　実行委員会スタッフは浜北区出身、
在住者が中心になっており、浜北区
でイベントを開催し、情報発信するこ
とで、浜北区の活性化を図ることを目
的としている。

平成26年11月29日（土）

浜北文化センター　小ホール


